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パ
ー
セ
ル
大
胡
教
授
カ
ー
ル
・
ヨ
エ
ル
に
本
年
三
月
二
＋
七
繍
庶
誕
七
＋

年
を
覗
き
れ
、
記
念
論
交
集
の
獲
刊
な
副
乳
が
、
そ
の
後
悶
も
輸
く
計
報
が

櫨騨

ﾖ
ら
れ
■
六
〇
彼
臣
新
し
寄
・
形
”
蔚
上
學
の
建
設
げ
ト
努
力
す
－
る
理
葱
主
義
者
と

し
て
、
叉
特
色
あ
る
古
代
誓
學
奥
家
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
穴
。
そ
の
藩
「
古

代
哲
學
写
し
（
第
…
巷
に
一
九
二
…
年
刊
行
）
ば
終
に
未
刊
に
終
つ
れ
も
の
と

思
は
れ
る
が
、
晩
年
企
止
し
六
大
著
症
界
磯
の
攣
巡
」
艮
、
一
些
天
年

第
一
奮
な
終
り
、
第
二
巻
の
刊
行
三
生
箭
そ
の
最
終
分
慨
葎
礒
す
の
み
に
ま

で
進
捗
、
最
後
の
一
三
も
既
に
脆
稿
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ぞ
ポ
ナ
ム
に
よ
っ
て

本
年
串
に
」
江
刊
行
さ
れ
ろ
と
の
こ
と
で
あ
ろ
。

　
二
人
の
宥
力
な
ろ
ス
ビ
ノ
ー
ザ
學
考
カ
ー
ル
・
ゲ
ー
プ
ハ
ル
挙
と
ス
タ
エ

ス
ラ
ウ
ス
ラ
！
で
ド
ゥ
ニ
ン
・
潔
ル
づ
ヅ
ス
キ
ー
と
が
粗
次
い
て
歓
な
去
の
．
カ

ゲ
ー
プ
ハ
〃
》
ハ
フ
ラ
ン
〃
フ
か
ト
・
ア
ム
ニ
・
イ
ン
）
に
、
最
初
の
完
奈
な
み

ス
ビ
ノ
ー
ザ
杢
集
の
校
訂
者
、
「
二
一
文
庫
し
版
ス
ピ
ノ
ー
ザ
著
作
集
の
大
都

分
の
藻
澤
者
、
か
の
フ
・
イ
デ
ン
タ
ー
ル
の
つ
ス
ビ
ノ
ー
ザ
の
生
涯
と
學
繁
し

の
完
成
者
、
ハ
；
グ
の
「
ス
げ
ノ
ー
ザ
協
會
し
鷹
事
と
し
て
そ
の
生
涯
た
我
が

起
訴
者
に
捧
げ
六
人
O
「
ス
ビ
ノ
；
ザ
二
八
」
集
五
二
と
し
て
コ
ン
メ
ン
タ
｝

ル
為
計
霊
し
本
年
中
に
朝
行
な
豫
告
し
て
み
た
が
、
果
し
て
先
成
さ
れ
六
で

あ
ら
う
か
。
濁
羅
ス
ビ
ノ
ー
ザ
著
作
集
の
改
修
も
期
待
さ
れ
歪
が
、
今
ほ
空

し
と
い
ぽ
（
絃
け
れ
げ
歌
怯
2
う
な
い
O
彼
の
死
ば
い
距
貸
に
「
ス
ビ
ノ
ー
ザ
櫓
㎜
衛
嚇
」
ド
昏

と
つ
て
の
み
∀
な
ら
鴫
ゾ
、
杢
哲
評
語
に
げ
し
」
つ
て
代
へ
難
斗
魚
粉
炎
で
あ
り
ろ
Q

　
イ
エ
ス
ス
會
鑓
、
ド
ウ
ニ
ン
・
押
ロ
瓠
ヴ
ス
キ
ー
は
こ
九
｝
○
年
「
若
き
ス
ビ

ノ
ー
ザ
」
存
刊
行
し
，
そ
の
特
色
あ
ろ
解
縄
に
よ
つ
て
知
ら
れ
て
み
た
が
、

最
近
繭
著
奄
第
一
巷
と
す
ろ
奈
四
溝
よ
酵
攣
る
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
し
と
題
す
る
大
、

部
の
書
を
企
危
し
、
照
年
第
＼
二
巷
な
出
し
六
。

報

瓢
刊
紹
今

本
田
義
英
著
　
業
苦
の
内
和
と
曾
和

　
本
書
ほ
印
度
樵
∴
導
攻
の
本
書
博
㎝
士
が
過
去
数
年
楽
諸
種
の
雑
誌
或
ぽ
墨
’
命
一

講
演
に
獲
表
せ
ら
れ
し
も
の
と
二
一
表
の
論
文
と
を
集
錐
ゼ
る
二
工
丁
五
篇
よ

り
成
ろ
論
文
集
で
あ
q
、
先
づ
興
内
律
な
示
ぜ
ぼ
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

（
巴
二
女
書
の
研
究
、
（
二
）
龍
樹
獅
堺
鑑
王
の
問
題
と
そ
の
資
料
に
於
け
ろ

用
語
に
就
て
、
（
三
）
古
代
印
渡
に
於
け
ろ
煎
”
賢
信
仰
の
研
究
、
（
四
）
上
盤
大
乗

維
典
に
』
於
け
熟
・
陀
…
維
尼
、
（
五
）
獅
出
陛
謹
繊
…
考
、
（
尻
口
）
灘
盤
窩
古
名
瓶
醐
、
（
・
七
）
贈
概

音
信
仰
と
呪
蹴
還
晋
、
（
八
〕
9
乞
讐
（
｝
・
蚤
．
鴛
p
と
妙
音
、
（
九
）
擬
撃
譲
9
削
お
禦
鮮

の
韓
誰
と
妙
音
の
問
題
、
（
十
）
妙
音
語
義
論
後
記
、
（
十
こ
経
典
よ
り
槻
糞

る
造
懸
の
信
仰
七
日
、
（
十
二
）
十
如
本
文
に
蔚
す
ろ
疑
義
、
（
〔
十
三
）
十
如
本
文

論
批
評
に
欝
ふ
る
の
資
料
、
（
十
四
）
十
如
本
丈
否
定
の
覆
極
的
譲
料
、
（
十
・

五
）
法
華
経
二
上
に
於
け
ろ
龍
樹
、
（
十
六
）
後
分
法
華
緯
に
於
け
る
二
註
の
問

題
、
（
十
七
）
法
華
経
研
鐡
の
資
料
、
ハ
ナ
入
）
ス
タ
イ
ン
氏
蒐
集
画
城
班
土
驚

本
法
華
維
、
（
＋
九
）
カ
ダ
曜
ッ
ク
趨
出
法
華
経
梵
本
島
種
荒
品
の
臨
簡
に
就

て
、
（
二
十
）
フ
ァ
ル
ハ
ー
ド
ベ
ー
グ
禺
土
二
本
法
華
寳
塔
品
の
砺
究
、
（
二

十
｝
）
徽
焼
及
高
凸
本
法
華
蛮
量
天
地
品
の
解
誠
及
配
本
丈
地
較
、
（
二
十
一
じ

霊
蘭
門
経
と
添
言
霊
灘
二
二
、
（
二
十
三
）
徽
難
溜
土
細
便
論
に
就
て
、
（
二

十
四
）
再
び
嫌
七
二
土
野
三
論
に
就
て
、
（
二
十
五
）
徽
焼
本
溜
渡
講
と
現
行

藏
縫
本
と
の
本
田
豊
岡
欝
狡
Q

　
以
上
集
録
す
る
瞬
の
論
題
に
蜘
り
て
明
か
な
う
が
如
く
法
華
研
究
、
糧
關
す

「
二
七
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哲
學
研
究
　
第
こ
百
二
十
五
號

ろ
論
稿
が
そ
の
大
都
分
た
占
め
て
叢
る
の
で
あ
ろ
。
勿
論
本
書
が
論
丈
集
た

る
寄
留
上
、
鰯
れ
ら
れ
☆
る
問
題
ぽ
翻
ル
的
で
匡
あ
ろ
が
、
笠
ハ
中
に
博
士
の

態
度
乃
灘
立
場
が
充
分
に
ザ
晋
坂
さ
れ
ろ
。
所
謂
法
華
宗
の
解
羅
ほ
支
那
日
本

に
着
て
多
少
の
還
納
ば
あ
っ
て
も
、
木
源
ば
開
園
麹
顕
に
観
す
る
の
で
あ
る

が
、
陛
下
に
見
れ
ば
そ
の
所
説
ぱ
要
す
う
に
彼
猫
貞
の
哲
學
で
あ
っ
て
決
し

て
法
薄
経
の
患
實
な
ろ
解
程
．
と
ば
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
。
簡
も
其
典
檬
た

る
羅
什
灘
二
本
が
既
に
種
々
の
難
黙
な
含
ノ
で
居
ろ
Q
此
鮎
に
注
意
さ
れ
糞

ち
博
．
士
ほ
法
華
輕
の
眞
實
義
為
解
明
ぜ
ん
が
爲
に
、
可
能
な
ろ
留
り
法
華
糎

、
原
形
の
蕉
雌
た
索
尋
ぜ
ん
と
で
ろ
者
で
あ
ろ
㌧
そ
の
灘
果
繋
畷
の
滑
舞
し
た

ろ
法
幣
羅
に
鑓
順
蹄
依
す
る
宗
學
的
立
陽
と
批
評
・
的
立
場
と
か
明
瑚
し
後
．
潜

の
立
揚
を
坂
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
。
序
文
に
於
て
博
士
筐
佛
典
た
側
帯
謀
ご
般

の
資
料
と
し
て
渉
漏
し
公
船
に
槻
察
す
る
結
果
佛
敦
の
徳
綻
的
韻
脚
・
殊
に
護

教
的
解
党
た
根
木
的
に
破
斥
す
ろ
結
果
恥
招
い
て
も
焦
む
恥
得
な
い
と
云
っ

て
居
ら
れ
う
が
、
曲
庭
に
批
謹
．
直
立
澱
．
に
立
つ
と
云
っ
て
も
決
し
で
、
宗
學
典

も
の
存
批
評
ぜ
ん
と
ず
る
も
の
で
ば
な
く
寒
猟
い
の
大
池
岡
峰
か
仰
察
す
べ
2
＼
窮

子
の
立
場
に
立
っ
て
佛
智
の
高
大
存
御
が
ん
と
す
る
立
場
な
ろ
事
か
本
丈
中

に
明
霞
さ
れ
て
居
る
。
期
の
如
き
立
場
よ
り
本
善
申
欄
れ
ら
れ
た
る
諸
問
題

よ
り
二
三
の
例
ん
穆
ぐ
れ
ば
次
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
。

　
漢
謬
梵
本
た
野
照
し
一
般
信
仰
界
に
注
意
し
つ
㌦
鴬
語
霊
的
立
場
よ
り
齪

音
の
瀕
語
か
推
定
し
、
以
て
過
去
数
千
年
以
礒
誤
護
ぜ
ら
れ
し
什
諜
善
門
品

の
「
…
心
塁
上
鯉
没
鷺
搾
薩
部
暗
紅
…
北
紐
纏
聲
皆
得
解
騰
」
の
溺
誠
油
川
．
た
改
め

或
．
μ
聾
門
晶
傷
寧
獺
膏
威
力
り
具
象
的
顯
現
十
三
項
の
第
入
「
澱
著
於
本
人
」

に
翼
す
る
維
作
者
の
眞
意
存
葬
れ
．
矢
霧
來
該
句
の
倉
麺
、
」
ト
苔
し
み
し
諸
註
輝

ご
一
入

家
の
疑
問
奄
氷
解
し
、
或
ぱ
妙
本
方
便
品
十
如
本
文
の
原
典
ぱ
五
種
鋳
な
る

事
為
妙
本
と
阿
系
の
語
聾
本
降
循
艦
よ
り
推
定
し
、
更
に
山
嶺
思
及
び
暫
度

論
議
に
碧
き
方
便
晶
の
傷
「
簸
法
住
擬
勢
世
隅
相
常
佐
し
に
封
ず
ろ
從
來
の
讃

方
が
療
意
な
失
っ
て
居
る
黙
奄
指
摘
す
る
等
、
序
丈
に
鷲
謂
古
今
の
疑
問
に

鰯
れ
或
ぱ
之
た
解
明
し
れ
鮎
が
児
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
。
ナ
六
以
下
二
十
一
ま

で
ぼ
法
華
研
究
の
翫
．
接
巽
料
で
、
既
中
に
ぱ
西
域
本
に
就
て
出
隅
憧
。
質
或
ほ

継
錐
等
が
示
さ
れ
て
居
り
、
叉
子
聞
本
が
姪
木
と
海
一
系
統
な
る
事
が
明
か

に
さ
れ
て
居
る
黙
…
ほ
法
践
Y
纏
無
形
研
究
上
特
に
注
蹴
罰
す
べ
斗
・
も
の
で
あ
る
。

　
講
説
の
如
き
立
場
た
以
て
書
か
れ
し
本
書
で
あ
ろ
か
ら
漢
澤
梵
本
等
に
甥

し
て
絶
え
ず
本
丈
批
評
の
懲
度
が
翫
ら
れ
ろ
と
跳
に
印
度
一
般
の
思
想
信
仰

が
注
意
さ
れ
、
陀
羅
尼
が
重
要
親
ざ
れ
る
の
で
あ
ろ
。
斯
く
て
漢
心
識
縄
家
の

首
満
し
難
き
難
縄
墨
ぽ
訣
舞
な
醤
亡
帝
に
指
摘
解
明
す
る
と
錐
も
悶
よ
q
こ

れ
に
由
っ
て
全
部
羅
覆
斥
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
ば
な
い
Q
蓋
し
漢
課
経
典
な

杢
盤
と
し
て
昧
諭
し
下
書
に
基
い
た
る
象
麗
碩
徳
の
識
縄
研
究
を
忽
ぜ
に
し

て
ぽ
眞
論
義
の
解
明
に
園
難
だ
か
ら
で
あ
ろ
。
こ
れ
も
…
分
野
存
椎
成
し
．
矢

然
ろ
続
き
も
の
で
あ
ろ
が
論
え
す
新
し
き
立
場
．
』
注
意
か
焼
け
る
事
に
よ
り

～
肝
そ
の
解
明
が
深
ま
る
も
の
で
あ
ら
づ
。
ネ
書
の
如
き
態
臓
ほ
従
來
の
巽

に
比
し
て
新
し
い
方
面
存
開
拓
し
行
く
響
き
も
の
と
患
ほ
れ
、
こ
れ
に
由
り

て
法
華
経
の
下
受
識
が
如
何
に
解
明
ぜ
ら
れ
ろ
か
ば
興
味
あ
ろ
も
の
で
あ
り

本
書
中
腰
々
に
総
べ
ら
れ
し
所
に
よ
コ
k
知
ら
れ
澱
で
も
な
い
が
、
簿
豪
が

近
く
世
に
問
臣
ん
と
し
．
天
艦
ら
れ
る
「
法
華
経
諭
」
に
よ
り
多
く
期
待
す
べ
き

も
の
で
あ
ら
う
、
、
（
京
都
弘
文
堂
書
房
追
行
定
偵
金
四
團
松
尾
凝
海
）


